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＜連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・持参薬セット時ヒートをまとめる紙ができました。Ｂユニットステーションコルクボード、原本はパソコン内に有ります。

＜入室状況＞
【入院】
・毛利　かつ子様～東病棟Ａユニット9号室へ医療保護入院となる。
・足澤　希実様～東病棟Cユニット5号室へ医療保護入院となる。

【転出】
・立花　善治様～東病棟Cユニット4号室から南病棟Ｄユニット209号室へ転出となる。
・斎藤　恵里子様～東病棟Ｂユニット1号室から西病棟Ａユニット45号室へ転出となる。
・川村　貞子様～東病棟Ｄユニット20号室→西病棟Bユニット25号室へ転出となる。


【ユニット移動】
・和田　昌様～東病棟合併症室→東病棟Ｂユニット2号室
・北川　ミドリ様～東病棟Ｃユニット6号室→東病棟合併症室

＜患者様連絡事項＞
・佐々木　理佳様～ヒアルロン酸ナトリウム点眼→在庫無し
・藪　真弓様～乳糖30回分処方。
・庭田　久美子様～疼痛時：ロキソプロフェンNa、不眠時：デエビゴ2.5mg　20回分処方となる。
・磯島　茜様～プロペト処方となる。
・大平　香奈様～不穏・不眠時リスペリドン内用液（1）1Ｐ　20回分処方


＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察の指示あり。開放中もドア叩きや、他室侵入繰り返し不穏なため、早めに時間開放終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後2時間ずつの開放観察の指示あり。対面時妄想言続いているが切迫性、威圧性はなし。表情の硬さも無く笑顔見られている。問題行動無く経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。日中臥床して過ごされている。希死的言動、行動等無く経過して
いる。不穏・興奮無く経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

＜小栁Dr.診察＞
・三浦　勝廣様～ロナセンテープ追加処方となる。また車椅子乗車時ベルト着用可の口頭指示受ける。

・西舘　ミネ様～処方変更なし。今後の外出泊について、電気療法の希望、また入院後すぐに転院を希望するか一度自宅へ退院するか
上記について以降確認の指示受け、連絡するも繋がらす。

・庭田　久美子様～本人より「あの薬を飲むとドキドキして眠れないです」と訴えあり、小栁Drよりコントミン中止指示あり、除剤する。

・田代　寛様～処方・指示変更なし。

・袴田　裕國様～処方・指示変更なし。

・北川　ミドリ様～処方変更なし。今後は歩行状態を観察し、徐々に安全ベルトの使用時間を少なくしていくよう指示あり。



＜入院患者様情報＞
日　　時：令和7年5月30日　10：35
  氏　　名：毛利　かつ子（もうり　かつこ）様
　生年月日：昭和16年8月17日（83）
　病　　名：認知症疑い
　性　　別：女性
　主 治 医：小栁Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Ａユニット

　＜経過＞
　　元々感情の起伏が激しい方で、孫に「おばあちゃんが信じてくれない」といった内容の作文を書かれることがあった。柏崎メディカルクリニック(通院)や黒田内科より不眠の薬を受けていたが現在自己中断。令和6年頃灯油の定期配達を追い返そうとし、空焚きすると危険といった配達員の言葉にも反抗することや、通行中の小学生へ声掛けをすることがあった。同年、孫の進学に伴い長女が上京、本人は独居となった。同年4月には銀行へ用足しに行くも「用事があるからこんなとこにいられない」と話す等、認知症が疑われる状態であり高齢者支援センター医師会へ銀行から連絡が入っていた。訪問へ伺うも本人が拒否したことで支援には繋がらず。同時期には登下校中の小学校児童へ対し声を掛け、無視等されると「何で逃げるんだ」と怒ったり学校へ苦情を入れるなどし等要注意人物とされていた。令和7年5月下旬には通学中の児童に手をあげ警察が介入。常時家族が付き添うよう説明を受けている。本人は数分前の記憶も保持できず、排泄の失敗もあり、病院受診も拒否的。現時点で医療に繋がっておらず介護保険未申請、長男は教職に従事し常時の見守り困難で入院の希望あり。本日診察の結果東病棟Ａユニット9号室へ医療保護入院となる。

日　　時：令和7年5月30日　　14：06
  氏　　名：足澤　希実（たるさわ　のぞみ）様
　生年月日：平成15年7月19日（21歳）
　病　　名：自閉症スペクトラム障害
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　八戸市にて出生。地元の小・中学校を卒業後は通信制高校に進学。小学校中学年時より、漠然とした気持ちの落ち込みや希死念慮あり、中学生時は不登校傾向にあった。高校生時には抑うつ感の他、希死念慮による自傷行為（リストカット）、腹痛等の身体症状や起床困難も認められた。中学3年時に耳の聞こえの悪さがありすわクリニックを受診、心因性の難聴と診断を受けた。令和2年5月21日(高校2年時)にマナクリニックに転医し薬物療法を継続。心理検査をしてほしいと希望していたが、対応してもらえず、不信感を訴え当院への転医を希望され、令和6年10月16日に当院初診となる。心理検査(WAIS‐Ⅳ)の結果より自閉症スペクトラム障害と診断され薬物療法が開始となり、定期的に通院を継続。しかし、怠さや上肢の振戦、腹痛や嘔気などの身体の不調は改善せず、気分面も不安定であり、死にたい、暴れたい、殺したいなど感情もあり、入院治療を希望され、本日当院入院となる。


					
